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２ 今年度の活動内容 

応援団の名称 活 動 内 容 

美 術 科・陶 芸 

 

◇ 第２学年の美術の授業における「皿」の制作の中で指導補助を行った。 

  ・制作手順を映像化し、生徒が理解して作業が進められるようにした。 

  ・事前準備として粘土や釉薬調合などの準備を行った。 

  ・毎時間５～８人の応援団が、生徒の制作を支援した。（全４時間×６クラス） 

◇ 学校の電気炉で、炉内の温度を調整しながら生徒作品の素焼き及び本焼きを

行った。（４５時間） 

家 庭 科・被 服 

◇ 第１学年の家庭科の授業における「ハーフパンツ」の製作の中で指導補助を

行った。 

  ・毎時間３～６人の応援団が、生徒の様子をみながら、作業が中断気にしな

がら布の裁断やミシン縫い等の支援を行った。（全６時間×６クラス） 

図 書 室 

◇ 図書室の環境整備、蔵書整理、蔵書の修復などを行う。 

  ・毎回６人程の応援団の方々が定期的に１回につき４時間の活動を行ってい

る。 

  ・図書室のレイアウトを考えたり、古い図書を学級文庫として使用するため

に、修復作業を行うなど生徒が本に触れる機会を多くする活動を行ってい

る。 

花 壇・園 芸 

◇ 文学の小径を利用し、道路に面した学校花壇を、季節が変わるごとに花を植

え替える作業を行っている。 

・４ヶ所の学校花壇を季節の花を使って、植え付けのデザインや花の購入を

行い、和やかな雰囲気をつくり出している。 

行 事 応 援 

◇ 学校行事や地域行事に応援スタッフとして支援活動を行った。 

・ＰＴＡバザーに、応援団として参加し、活動した。 

・ＰＴＡ行事（運動会・餅つき会など）の活動支援を行った。 

このほか、学校からの依頼があれば支援活動ができる体制ができている。 

 

 

 



３ 学校応援団組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

・   平成２２年度から始まった学校応援団も今年で３年目になり、美術の陶芸の学習や 

家庭科の裁縫の授業において生徒のつまづきを支援する活動を行い、応援団の活動を 

継続することで、応援団の皆様の指導力が向上しました。 

・  生徒が本を読む習慣がつくように図書室の環境整備や本の修復を行っていました。 

以前は閉ざされていた図書室も応援団の皆様の地道な作業によって学校施設が改善さ 

れ、生徒の活動にもよい傾向が見られました。  

・  応援団の皆様が一般道路に面した花壇に四季折々の花を植えていただき、華やかさ 

だけでなく、本校生徒を始め、地域の皆様にも心のうるおいを与えています。 

＜課題＞ 

  応援団の方々の新メンバーを募る時期が来ましたので、今までの活動が継続できること 

が難しくなってしまうのではないかと心配しています。 

５ 代表より   

   学校応援団の活動は、学校の教育活動に直接関わることができ、先生と同じ目線で生徒 

の学習に携わることがでます。その結果、生徒さんの様子を知る機会になりました。積極 

的に聞きに来るお子さんばかりではなく、静かにしていても、手を出して作業をやろうと 

しないお子さんもいました。授業をとおしてお子さんと関わることで、いろいろな変化が 

見ることができました。応援団の皆さんも、回を重ねるごとに支援の仕方が上手くなって 

いました。 

６ 学校長より 

   応援団の力により、本校の教育力も高まってきました。また、応援団の皆様が生徒の実 

態を正しく理解していただいています。今後とも応援団の輪を広げ、質の向上を目指して 

いくとともに、多くの皆様の応援をいただきたいと存じます。 

 また、学校施設が地域のコミュ二ケーションの場としての機能を果たし、地域の子ども 

やその活動場所を介在として、地域の皆様が相互に知り合い、供育・協働の体制の中で、 

絆を強めることが、子どもの健全育成につながることを期待します。  

美術科 

コーディネーター 

髙島由紀子さん（第 15代 PTA 会長）会長） 

① 学校応援団（美術科・陶芸） 

 

② 学校応援団（花壇・園芸） 

③ 学校応援団（図書館） 

 

窓口 副校長 

学 校 

 ④ 学校応援団（家庭科） 

 家庭科 

⑤ 学校応援団（学校行事応援スタッフ） 

 

術科 


